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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池パネルに嵌め込まれ、かつ建築物の屋根の上への当該太陽電池パネルの固定及
び組み込みを可能にするための支持プレート（１０）であって、
　前記支持プレート（１０）は、
　防水性の縦方向オーバーラップ手段（１２）と、
　隣接プレートと協働するための防水性の横方向インターロック手段（１４）と、
　前記支持プレート（１０）の高められた複数の位置決めブロック（３６）とを備え、
　前記支持プレート（１０）は、前記太陽電池パネルに対向配置されるように設計された
前面（６４）と、背面（６６）とにより画定されたカバー（６２）を形成する中央部を有
し、前記カバー（６２）は、前記太陽電池パネルと、前記カバー（６２）の前記前面（６
４）との間に介在した空気の回収を可能にするための口（７８）を有し、
　前記支持プレートは、ケーブルの通過と前記屋根の骨組へのアクセスとを目的とする凹
部（４０）を備え、前記凹部（４０）は、ビード（４２）により覆いが付けられ、かつ、
前記カバー（６２）は、前記凹部（４０）を塞ぐための挿入物であり、
　前記カバー（６２）は、嵌め込み式のインターロックによって前記支持プレートに取り
付けられ、
　前記カバー（６２）は、前記凹部（４０）を塞ぐ位置に前記カバー（６２）を嵌め込め
るように、ビード（４２）の第１の側部（４４）と、第２の側部（４６）と、横方向の天
部（４８）との各々と協働する、第１の側縁（６８）と、これに対向する第２の側縁（７
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０）と、上縁（７２）とによって画定され、
　前記カバー（６２）は、前記凹部（４０）の形状に対する相補形状を有する下縁部と協
働する、階段状の下縁部により画定されている
ことを特徴とする支持プレート。
【請求項２】
　請求項１に記載の支持プレート（１０）において、
　前記口（７８）は、前記カバー（６２）の前記背面（６６）から延びる管状の形状を有
し、かつ排気装置に接続されるように設計されていることを特徴とする支持プレート。
【請求項３】
　請求項１－２のうちのいずれか１項に記載の支持プレート（１０）において、
　前記カバー（６２）は、ケーブルの通過のための少なくとも１つの孔（８０）を画定す
ることを特徴とする支持プレート。
【請求項４】
　請求項１記載の支持プレート（１０）において、
　前記ビード（４２）は、前記屋根の棟から来る水の流れが前記凹部（４０）に入ること
を防止するように配置され、前記カバー（６２）は、前記ビード（４２）により画定され
た周縁の中に配置されていることを特徴とする支持プレート。
【請求項５】
　請求項１－４のうちのいずれか１項に記載の支持プレート（１０）において、
　前記支持プレートは、前記横方向インターロック手段（１４）と前記屋根との間に介在
し、かつ前記横方向インターロック手段（１４）の押し潰しを防止するように設計された
少なくとも１つの補強材（３４）を備えたことを特徴とする支持プレート。
【請求項６】
　請求項１－５のうちのいずれか１項に記載の支持プレート（１０）において、
　前記支持プレートは、前記屋根の棟から来る水の流れの方向にて前記凹部（４０）の上
流側に配され、かつ前記水の流れを前記凹部（４０）の横方向の両側へ変えるように全体
として逆Ｖ字形に配置された複数のガイドレール（５２）を備えたことを特徴とする支持
プレート。
【請求項７】
　太陽電池パネルと、当該太陽電池パネルに嵌め込まれた、請求項１－６のうちのいずれ
か１項に記載の支持プレート（１０）とにより形成されたアッセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池パネル用の支持プレートに関し、防水に優れ、簡便かつ迅速な当該
パネルの設置と、当該パネルにより生じる熱の回収とを可能にするものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、太陽電池パネルの設置及び固定は、重量が大きくかつ付加的な輸送手段を必要と
する金属製レールシステムを用いて行われた。
【０００３】
　加えて、従来のシステムは、しばしば水の浸入リスクに曝されていた。
【０００４】
　太陽電池パネルの設置装置として、欧州特許出願公開第２５４１１６２号明細書に開示
された装置が知られている。これは、太陽電池パネルの設置を容易にする熱成形プレート
を含む。
【０００５】
　支持プレートは、太陽電池パネルに嵌め込まれ、かつ建築物の屋根の上への太陽電池パ
ネルの固定及び組み込みを可能にするためのものである。当該支持プレートは、防水性の
縦方向オーバーラップ手段と、防水性の横方向インターロック手段と、当該プレートの固
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定ポイントと、ケーブルの通過と屋根の骨組へのアクセスとを目的とする凹部とを備える
。
【０００６】
　このタイプのプレートは、太陽電池パネルの簡便な設置を可能にするものの、太陽電池
パネルから放射される熱の回収を可能にするものではない。
【発明の概要】
【０００７】
　この目的のため、本発明は、太陽電池パネルに嵌め込まれ、かつ建築物の屋根の上への
太陽電池パネルの固定及び組み込みを可能にするための支持プレートに関する。当該支持
プレートは、
　防水性の縦方向オーバーラップ手段と、
　隣接プレートと協働するための防水性の横方向インターロック手段と、
　支持プレートの高められた複数の位置決めブロックとを備え、
　支持プレートは、太陽電池パネルに対向配置されるように設計された前面と、背面とに
より画定されたカバーを形成する中央部を有し、当該カバーは、太陽電池パネルと、カバ
ーの前面との間に介在した空気の回収を可能にするための口を有することを特徴とする。
【０００８】
　そのような設計は、例えば、太陽電池パネルの背面とカバーとの間にある暖められた空
気を、吸引目的のために設けられた口を通じて吸引することにより、太陽電池パネルから
放散された熱量の回収を可能にする。
【０００９】
　このようにして、当該プレートと太陽電池パネルとにより構成されたアッセンブリは、
太陽エネルギを電気と熱に変換することを可能にし、その熱は例えば通風装置によって直
接に活用され得る。
【００１０】
　好ましい実施形態によれば、支持プレートは、ケーブルの通過と屋根の骨組へのアクセ
スとを目的とする凹部を備え、かつ、カバーは凹部を塞ぐための挿入物である。
【００１１】
　本実施形態によれば、カバーは、既存のプレートの上に取り付け可能である。
【００１２】
　カバーは、嵌め込み式のインターロックによって支持プレートに取り付けられることが
好ましい。
【００１３】
　この特徴は、関係する支持プレート上へのカバーの簡便かつ迅速な固定を可能にする。
【００１４】
　他の観点によれば、口は、カバーの背面から延びる管状の形状を有し、かつ排気装置に
接続されるように設計されている。
【００１５】
　更に、カバーは、ケーブルの通過のための少なくとも１つの孔を画定する。
【００１６】
　支持プレートは、屋根の棟から来る水の流れが凹部に入ることを防止するように設けら
れたビードを備え、カバーは、ビードにより画定された周縁の中に配置されているのが有
利である。
【００１７】
　また、支持プレートは、横方向インターロック手段と屋根との間に介在し、かつ横方向
インターロック手段の押し潰しを防止するように設計された少なくとも１つの補強材を備
える。
【００１８】
　更に、支持プレートは、屋根の棟から来る水の流れの方向にて凹部の上流側に配され、
かつ水の流れを凹部の横方向の両側へ変えるように全体として逆Ｖ字形に配置された複数
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のガイドレールを備える。
【００１９】
　本発明は、太陽電池パネルと、当該太陽電池パネルに嵌め込まれた支持プレートとによ
り形成されたアッセンブリにも関する。
【００２０】
　本発明の他の特徴と利点は、理解のために添付の図面への参照がなされる、以下の詳細
な説明を読むことにより、明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による熱回収のためのカバーが装備された支持プレートを示す平面図であ
る。
【図２】図１の支持プレートを示す斜視図である。
【図３】図１のカバーの側縁と、支持プレートのビードとを示す、図１の３－３線による
詳細断面図である。
【図４】カバーからの空気の回収口を示す、図１の４－４線による詳細断面図である。
【図５】カバーの下縁部を示す、図１の５－５線による縦方向の詳細断面図である。
【図６】ケーブルを通過させるためにカバーの上に形成された孔を示す、詳細斜視図であ
る。
【図７】支持プレートにおける防水性の横方向インターロック手段を示す側面図である。
【図８】横方向インターロック手段の補強材を示す詳細断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本明細書及び特許請求の範囲において「上」、「下」という表現、及びそれらの派生語
を、図１の上部及び下部に関して、各々非限定の態様で使用する。
【００２３】
　加えて、本明細書及び特許請求の範囲の明確化のために、高さ方向（Longitudinal）、
縦方向（Vertical）、及び横方向（Transverse）という用語を、図面にて示された３方向
Ｌ，Ｖ，Ｔに関して、非限定の態様で適用する。ここで、縦方向の軸Ｖは、地球の重力に
かかわらず、屋根の傾斜に平行であると考えられる。
【００２４】
　これらの図の全てにおいて、同一又は同様の参照番号は、同一又は同様の要素又は要素
の集合を表す。
【００２５】
　本願では、「上流側」及び「下流側」という用語は、プレートの取り付けが意図されて
いる屋根の傾斜に関し、かつ水の流出する方向に関するものと理解されるべきであること
に、注意されたい。
【００２６】
　図１には、太陽電池パネル（不図示）に嵌め込まれ、かつ建築物の屋根の上への当該パ
ネルの固定及び組み込みを可能にするための支持プレート１０が示されている。
【００２７】
　プレート１０は、防水性の縦方向オーバーラップ手段１２と、防水性の横方向インター
ロック手段１４とを備える。
【００２８】
　縦方向オーバーラップ手段１２は、縦方向に並置された上側の支持プレートと下側の支
持プレートとのオーバーラップを可能にするための、横方向の上側帯１６と、横方向の下
側帯１８とから構成される。
【００２９】
　この構成によれば、完全な防水性を保証するように、上側のプレート１０の下側帯１８
が、下側のプレート１０の上側帯１６を覆う。
【００３０】
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　この目的で、縦方向のオーバーラップと、２枚の並置プレートの間のカバーリングとを
調整するように設計された目盛２０が、オーバーラップ手段に設けられる。
【００３１】
　この目的のために、目盛は、例えば支持プレート１０の上側帯１６にて彫刻され、印刷
され、又はモールドされた、目盛付けられた物差しの外観を呈する。
【００３２】
　このように、目盛２０は、２枚の支持プレート１０のオーバーラップの測定と、最小の
カバーリング及び良好な防水性の保証とを可能にする。
【００３３】
　加えて、目盛２０は、当該支持プレートが種々の形式の太陽電池パネルに適合し得るよ
うに、設置されるべき太陽電池パネルの寸法をもとにした、２枚の並置支持プレート１０
のオーバーラップの設定を可能にする。
【００３４】
　図７から分かるように、横方向インターロック手段１４は、プレート１０の両側で各々
縦方向に延び、かつ各々全体として逆Ｕ字形に形成された中空部を有する、第１の輪郭２
２と第２の輪郭２４とを備える。
【００３５】
　第１の輪郭２２は、２枚の隣接支持プレート１０が横方向に並置された際に、両プレー
ト間の良好な防水性を保証するように、第２の輪郭２４によって形成された凹所に嵌め込
まれるような形状を有する。
【００３６】
　図８によれば、両輪郭２２，２４の上に、止め金２６がネジ２８で固定されている。
【００３７】
　止め金２６は、第１のプレート１０に担持された太陽電池パネルと協働するための第１
の保持タブ３０と、第２のプレート１０に担持された太陽電池パネルと協働するための第
２の保持タブ３２とを有する。
【００３８】
　太陽電池パネルに圧力、例えば風に起因した圧力が加わる場合、当該パネルは、インタ
ーロック手段１４の縦方向の部材に圧縮力を伝達し得る。
【００３９】
　インターロック手段１４の押し潰しを防止するために、横方向インターロック手段１４
と屋根との間に介在した補強材３４が、支持プレート１０に設けられる。
【００４０】
　インターロック手段１４の押し潰しは、例えばネジ２８を通すための孔の変形により、
或いは第２の輪郭２４の持ち上がりにより、水の浸入経路を開くというリスクにつながる
ので、避けられるべきである。
【００４１】
　補強材３４は、インターロック手段１４の押し潰しに抗するように、インターロック手
段１４の第１の輪郭２２により画定された凹所の中に配された挿入物である。
【００４２】
　非限定の態様にて、補強材３４は、例えば第１の輪郭２２のモールドによって、第１の
輪郭２２により一体的に形成されてもよい。
【００４３】
　他の観点によれば、図１及び図２を参照して、支持プレート１０は、太陽電池パネルの
ための複数の位置決めブロック３６を備える。これらの位置決めブロックは、太陽電池パ
ネルの位置決め、案内及び楔留めとを可能にし、かつ複数のパネルの取付具の脚を支持す
ることを可能にするものである。
【００４４】
　加えて、各位置決めブロック３６は、水の流れから保護されることを目的として位置決
めブロック３６の下流側に設けられ、かつ水の浸入を避けるように高められた穴あけ領域
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３８に関連付けられている。
【００４５】
　穴あけ領域３８は、固定手段の穿孔及び通過を可能にするように設計された領域を意味
する。穴あけ領域３８は、例えば、穴あけ位置を表示する印又は記号、及び／又は、穴あ
け作業を容易にするために予め機械的に弱体化された領域を含み得る。
【００４６】
　図２から分かるように、各穴あけ領域３８は、ネジ（不図示）のような固定手段の配置
を可能にし、かつ対応する位置決めブロック３６を固定手段が超えないことで、太陽電池
パネルの設置を妨げないように、対応する位置決めブロック３６よりも低く持ち上げられ
ている。
【００４７】
　また、支持プレート１０は、ケーブルの通過と屋根の骨組へのアクセスとを目的とした
凹部４０を画定する。
【００４８】
　凹部４０は、屋根の棟から来る水の流れが凹部４０に入ることを防止するように設けら
れたビード４２により、覆いが付けられている。
【００４９】
　より具体的に説明すると、ビード４２は、第１の側部４４と、第２の側部４６と、横方
向の天部４８とにより形成された逆Ｕ字形を有する。
【００５０】
　プレート１０と太陽電池パネルとの間でケーブルの通過を可能にするように、ビード４
２の天部４８に溝５０が形成されている。
【００５１】
　図１から分かるように、プレート１０は、屋根の棟から来る水の流れの方向にて凹部４
０の上流側に配されて、水の流れの方向を凹部４０の横方向の両側へ変えるように全体と
して逆Ｖ字形に形成された複数のガイドレール５２を備える。
【００５２】
　各ガイドレール５２は、水の流れの方向を凹部４０の横方向の両側へ変えるための、高
められたビードを形成する。
【００５３】
　また、プレート１０は、太陽電池パネルの通風を可能にする、太陽電池パネルの持ち上
げ手段５８を備える。
【００５４】
　最後に、プレート１０は、位置決めブロック３６の上流側に配されて、屋根の棟から来
る水を追い出すことを可能にする複数の楔６０を備える。
【００５５】
　加えて、複数の楔６０は、太陽電池パネルを支持するように設計されている。
【００５６】
　他の観点によれば、支持プレート１０は、縦横方向の面に展開し、かつ太陽電池パネル
に対向配置される前面６４と、背面６６とにより画定されたカバー６２を備える。
【００５７】
　カバー６２は、凹部４０を塞ぐように、嵌め込み式のインターロックによっってプレー
ト１０に取り付けられている。
【００５８】
　非限定の態様にて、カバー６２は、ネジ止め、接着、又は他の適切な手段で固定されて
もよい。
【００５９】
　図１～図３によれば、凹部４０を塞ぐ位置にカバー６２を嵌め込めるように、カバー６
２は、ビード４２の第１の側部４４と、第２の側部４６と、横方向の天部４８との各々と
協働する、第１の側縁６８と、これに対向する第２の側縁７０と、上縁７２とによって画
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定されている。
【００６０】
　更に、図５から詳細が分かるように、カバー６２は、凹部４０の形状に対する相補形状
を有する下縁部７６と協働する、階段状の下縁部７４により画定されている。
【００６１】
　好ましい実施形態によれば、カバー６２は、支持プレート１０の上に取り付けられるよ
うに設計された挿入物である。そのため、当該カバー６２を現行の支持プレート１０に装
備することも可能である。
【００６２】
　しかしながら、非限定の態様にて、カバー６２を支持プレート１０と一体的に成形する
ことも可能である。
【００６３】
　同様に、カバー６２と太陽電池パネルとにより構成されたアッセンブリがプレート１０
の凹部４０の中に直接取り付けられるように、カバー６２を太陽電池パネルに固定しても
よい。
【００６４】
　本発明の他の観点によれば、カバー６２は、管状の形状を持つ口７８を有する。当該口
は、図４に詳細が示されるように、カバー６２の背面６６から延び、かつ例えばバイパス
通風装置のような排気又は通風装置（不図示）に接続されるように設計されている。
【００６５】
　口７８は、太陽電池パネルにより暖められ、かつ太陽電池パネルとカバー６２の前面６
４との間にある空気の回収を可能にするためのものである。
【００６６】
　更に、カバー６２は、各々ケーブル（不図示）、特に太陽電池パネルに接続されたケー
ブルの通過を可能にするための２つの孔８０を画定する。
【００６７】
　図３及び図６から分かるように、孔８０の各々は、カバー６２の背面６６から延び、か
つ孔８０を通したケーブル通過の案内を可能にする突出部に関係付けられている。
【００６８】
　本発明の詳細な説明は、非限定的な例として挙げられたものである。
【００６９】
　プレート１０は、景観を損なわない取り付けを可能にするように設計され、かつ寸法が
決められ得るものと理解されよう。
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